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エイジフレンドリー指標の開発について

１ エイジフレンドリー指標の必要性

(1) 行動計画の進捗管理方法

「行政中心の行動計画」では、事業毎に目標指数(指標）を定め、進捗状況を測る

こととしている。また、「市民中心の行動計画」については、４つの行動計画の取組

状況から総合的に判断し、進捗状況を測ることとしている。

■ 秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画での事業毎の目標指数（指標）例

(2) エイジフレンドリー指標の必要性

行動計画において事業毎の目標指数(指標）はあるものの、「エイジフレンドリー

シティ(高齢者にやさしい都市）の実現」全体の進捗度合を示す指標は、現在のと

ころない。また、実現のための取組は多岐分野にわたり、その概念は抽象的に語ら

れることが多いため、市民には進捗状況が伝わりづらい。エイジフレンドリーシティ
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を着実に実現するためには、現在の秋田市の課題、取り組むべき内容や見込む成果

について、市民にわかりやすい形で伝え、意識変化を促し、社会全体で活動を進め

ることができるよう、秋田市のエイジフレンドリー度を示す「物差し(エイジフレ

ンドリー指標）」を設定する必要がある。

新たにエイジフレンドリー指標を設定することで、以下の役割が果たされると期

待できる。

・市民の理解を促進し、進むべき方向や目標を共有しやすくなる。

・エイジフレンドリーシティの推進状況が可視化され、客観的に評価することが

可能になる。

・行政による取組だけでなく、市民、企業、団体などそれぞれの役割が見えやす

くなる。

・現在の行動計画に定められた取組だけでなく、新たな取組を掘り起こす効果が

期待できる。

２ ＷＨＯの取組状況

ＷＨＯは平成１９年（２００７年）に「エイジフレンドリーシティガイド」を発表

したが、その中で「高齢者にやさしい都市に不可欠な特徴のチェックリスト」を示し、

普遍的な基準とすることを意図とした自己診断ツールを示した。

その後、都市におけるエイジフレンドリー度を測定する指標セットの必要性から、

現在その開発に取り組んでおり、公表準備を進めている。（本年度中に公表予定として

いる。）

■ ＷＨＯ指標セット事例（現段階のものであり、今後変更の可能性がある）

１．近隣の歩きやすさ

主観的定義 車椅子その他の歩行器の使用を含め、近隣の環境が歩行に適している

と回答した高齢者比率

客観的定義 アクセシビリティーの関連基準を備えた舗道がある、近隣の街路比率

望ましい － 高齢居住者へのアンケート

データ資料 － 市道での現地調査

－ 都市計画、道路設備に関する管理資料

３ ＷＨＯ指標セットの活用ではなく、市独自の指標を開発する意義・必要性

・ＷＨＯの指標は、世界のあらゆる国や地域の都市にとって、普遍性のある指標とさ

れるため、そのまま活用することが、市民からの理解を得やすい指標とは限らない。

・広く市民の理解を得られやすく、わかりやすい指標とする必要がある。

・既存の概念、手法にとらわれることなく、秋田市の地域性を盛り込んだ指標を設定

することができる。
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４ 開発の予定スケジュール

時 期 内 容 説 明

８月～１０月 指標の事例調査・研究 指標スタイル、規模等について調査・

研究し、方向性について検討

１１月 指標スタイル・規模など 行動計画推進委員会で指標スタイル、

第２回推進委員会 方向性の提示 規模など方向性について意見交換

１１月～１月 指標素案作成 指標素案を作成

１月 指標素案の検討 行動計画推進委員会で指標素案につい

第３回推進委員会 て意見交換

１月～３月 指標案作成 推進委員会での意見交換を参考とし、

指標案を作成

３月 指標案の検討 行動計画推進委員会で指標案について

第４回推進委員会 意見交換

３月 指標の確定 行動計画推進委員会での意見交換を参

考とし修正

市独自のエイジフレンドリー指標を確

定し公表


